
※2023年度は、年間テーマである「包摂（インクルーシブ）社会をつくる～新たな社会的排除の解決に向けて～」を
① 権利擁護と当事者主体、② 地域とつながる・地域をつくる、③ 地域包括ケアと多職種連携 の観点から展開し深めております。

【お問い合せ】

TFU実学臨床研究セミナー実行委員会事務局

（実学臨床教育推進室内）

TEL 022-717-3359 FAX 022-301-1293
E-mail kenkyu-seminar@tfu.ac.jp

※平日8:30～17:30までにお願いします（土日・祝日不在）

■申込方法 Ｗebサイトより登録 https://tfu-jitsugaku-seminar23.peatix.com/view

20231208

受講

無料
28回

包摂（インクルーシブ）社会をつくる ～新たな社会的排除の解決に向けて～

③ 地域包括ケアと多職種連携

Zoomｵﾝﾗｲﾝ開催

※ Zoom情報は開催2日前より送付します

■ テーマ趣旨

老人保健施設は要介護高齢者の在宅復帰を目指
し、在宅復帰後の地域生活継続支援が役割とし
て求められている。テーマの“住み慣れた“に
敢えて（ ）を付けた意味は、住み慣れた地域
で暮らすための支援が老人保健施設で本当に出
来ていたのか？高齢者介護に携わるものとして、
目の前で起きている具体的な生活課題に丁寧に
向き合い、その課題解決に向けて適切な支援が
出来ていたのか？
開設から24年間、様々な葛藤を持ちながら、老
人保健施設の持つ特徴を生かし自立支援型介護
に注力をしてきた取り組みを紹介しながら、高
齢者介護のあるべき姿を考える機会としたい。

2023年12月21日

（木）18:30-20:00

■ 開催日時 ■ 受講方法

■ 企画 TFU実学臨床研究セミナー実行委員会

■ 講師紹介

土井 勝幸（どい・かつゆき）

介護老人保健施設せんだんの丘 施設長

2000年介護老人保健施設せんだんの丘の副施設長と
して開設に携わり、2008年より施設長に就任し現在に
至る。この間、（公社）全国老人保健施設協会理事、
（一社）日本作業療法士協会副会長等を歴任し、現在
は宮城県老人保健施設協議会の副会長を務めている。

■ 福祉実践・実践研究への手がかり

介護の実践者である職員とマネジメント側、教育
者・研究者の皆様が同じ目線で介護現場の課題が共
有できる“場づくり”に繋がることを期待したい。
交流の機会を通じ、例えば、業務のタスクシェアや
タスクシフティング等、日々の業務の中では整理し
きれない介護現場の課題に気付いて頂き、現場に還
元できるような実践研究に取り組んで頂きたい。

■ キーワード

地域生活継続支援 介護老人保健施設
自立支援型介護

※本学大学院社会福祉学専攻の
授業科目としても開講されます

（住み慣れた）地域で暮らすことを支援する
～老人保健施設における実践から

次回（29回）のお知らせ

障がいのある子どもと家庭を支えるシステムづくり

■日 時 2024年1月２6日（金） 18:30-20:00

■講 師 小林 紀代 氏

（多賀城市保健福祉部子ども家庭課 ）
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